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各透析施設においては、下水道法ならびに関連自治体条例等を遵守するため透析関連排水に関し 

て以下の管理を実践するよう勧告する。 

１．中和処理装置（システム）の設置 

法および条例で規定されている「水素イオン濃度（例：東京都 23 区の規制ではｐH：5 を超え 9 未 

満）」を満足すべく中和処理装置（システム）の設置を原則とする。なお、使用する装置（システム） 

については、届出等各自治体関連部署の指示に従うものとする。 

２．適正な消毒剤・洗浄剤の使用 

１．を達成すべく、適正な消毒剤・洗浄剤を使用する。具体的にはメーカー指定のものを所定の方 

法で使用する。 

３．適正な排水管理 

基準を満たす排水が流れているか、排液モニタリング(排液ｐH測定等)を通じて適正に排水管理す 

る必要がある。 

 

上記内容を充足すべく具体的な方策について、今後 3 団体はマニュアル等を通じて啓発活動に努め 

る所存である。 


